（社）茨城県建築士会が応援する『安心・安全な木造住宅』

（社）茨城県建築士会は、東日本大震災において住居の全壊や大規模半壊の被害を受け、

居住困難のため建て替えを希望する被災者に向けて、全ての復興の足掛りとなりうる住居を建設するための支援をするプロジェクトを立ち上げました。

これには、（財）茨城県建築センター、（社）茨城県建築士事務所協会、茨城県設備設

計協会の協賛を得ており、行政に対しても茨城県の建築関係各課に協力を要請し協議も
進めております。また、復興住宅には県産材の木材を多く使用することにより、地場産業

の活性化とコストのスリム化を図ることを目的として、茨城県木材協同組合連合会の協力

も得ております。その他の建築資材においても、本会の賛助会会員である各資材メーカー

に対し協力を求め、プロジェクト独自の流通価格を構築し低価格での提供を求めています。

言わばこのプロジェクトは、茨城県の建築士・建築行政・材料供給元が総力を挙げて、震災後の住宅復興に当たるものです。

　このプロジェクトは、建築主の要望や諸条件、敷地的要件に沿った注文住宅であり、

決められた形から選ぶものではありません。計画段階で参考とできるよう、平屋建てと

２階建ての参考プランを用意しており、特に平屋建ては、高齢者世帯や小家族世帯に対応した構造や設備に配慮し、人にやさしい住宅を提案しております。また、建設費を含

めた資金計画においても、自己資金だけでなく支援金や補助金、融資金等を含めた建設

資金、既存建物の解体費用、税金や手数料など、さまざまな諸費用の概算金額算定をお手伝いすることにも対応しております。

　工事に関しては、建築士会に加入する賛助会会員の中に、協力してくれる施工店やメ

ーカーがあり、設備や電気工事においても協力してくれる工事店を確保しております。

また、建築士会に加入する建築士が工事中の監理を責任を持って行うため、より安心・

安全な住宅を提供することができます。

これこそが建築士会が心から提供する『安心・安全』なのです。
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